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変更内容

　・KDDI デバイスマネジメントパックについてKDDI ビジネスオンラインサポートとのシングルサインオン機能を追加しました。

　・iOS Per app VPN機能を追加しました。
　・iOS 機器へのクライアント証明書の配布機能を追加しました。
　・iOS 構成プロファイルでVPN設定を追加しました。
　・iOS VPNの認証において機器のクライアント証明書を利用可能にしました。
　・iOS ポータルWebクリップからの同期を可能にしました。
　・Android ZoneManagement機能でリモートロック設定を追加しました。
　・Android エージェント共通設定にて「ロック解除コード」を設定必須としました。
　・Android 端末のGPS機能のON/OFF状態のメール通知機能を追加しました。
　・Windows 機器へのクライアント証明書の配布機能を追加しました。※
　・Android 端末利用者がエージェントに対して位置情報測位を許可しているかを管理サイトから確認できるようにしました。
　・ユーザー分類において「自由入力項目」が利用可能にしました。
　・「アプリケーションレポート」において以下の絞込対象を追加し、特定アプリケーションがインストールされた機器を
　CSV出力できるようにしました。 （アプリケーション名、パッケージ名）
　・管理対象のOS種別に、Mac OSを追加しました。※
　・iOSでリモートロックの際に、端末に表示されるメッセージを指定可能にしました。
　・iOS 構成プロファイルで、以下の設定を追加しました。 　(制限、Wi-Fi、ドメイン、メール)
　・iOS VPN設定でアカウント情報として機器所有ユーザーの情報を指定可能にしました。
　・iOS Exchange設定でアカウント情報として機器所有ユーザーの情報を指定可能にしました。
　・Apple Push証明書登録(旧iOS ID登録)で、同一のトピック値を持つ場合のみ更新できるよう対応しました。
　・アプリケーションCSVで「機器GUID」カラムを追加しました。
　・Android SDカード禁止でAndroid4.3,4.4をサポート対象にしました。
　・VPPライセンス画面でStoreIDを表示するよう対応しました。
　・Windows機器においてデータ削除方式によるワイプ機能を追加しました。※
　・Windows MSOfficeライセンス管理機能を追加しました。※
　・Windows 設定セット「システム診断」を「システム設定・診断」に変更しました。※
　・Windows 設定セット「システム設定・診断」に、InternetExplorerの自動更新を制御する項目を追加しました。※
　・iOS VPPアプリのライセンス管理機能を追加しました。
　・機器を表形式で表示する機能を追加しました。
　・Android 設定セット「ゾーンポリシー構成」を追加しました。
　・各エージェントで、従来の「認証コードによる認証」に加えて、「ユーザーIDによる認証」に対応しました。
　・ユーザーが認証可能な機器数の上限を設定できる機能を追加しました。
　・メニュー画面に「iOS - アプリケーション」パネル、「Windows - 使用制限」パネル、「Windows - セットアップ」パネルを追加しました。
　・ユーザー・機器・企業一覧画面アクセス時、画面右に「対象を選択してください」という旨の文言を表示するように変更しました。
　・機器や組織に割り当てる設定セットのデフォルト値を「所属組織に従う」に変更しました。
　・設定セットの「デフォルト」指定を削除しました。
　・設定テンプレートを「デフォルト」指定できるようにしました。
　・Android機器情報でIMEIの表記をIMEI/MEIDに変更しました。
　・リモートワイプに関する注意書きを追加しました。
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　・ダッシュボードにグラフ表示を追加しました。
　・+browser Safety Manager for iOSに対応しました。
　・Zone Managementの設定を追加しました。※
　・SecureSettingからSecureShieldに名称を変更しました。
　・WindowsWi-Fiフィルタリングを追加しました。※
　・Windowsプロキシ設定を追加しました。※
　・アプリケーションレポートの性能改善を行いました。
　・アプリケーション検知の性能改善を行いました。
　・企業インポート/エクスポートのCSV出力の性能改善を行いました。
　・VT-500においてシリアルNo取得に対応しました。
　・ポータル画面において、「Safariでのみインストール可能」との注意文言を追加しました。
　・「設定ポリシー」を「設定テンプレート」に名称を変更しました。
　・機器のOS名検索を追加しました。
　・位置情報の履歴を閲覧できるよう対応しました。
　・WindowsのUSBデバイスIDによる使用制限を追加しました。※
　・設定セット名を[USBストレージ]から[USB]に変更しました。
　・AndroidのWiFiルーターのSSID情報表示を追加しました。
　・機器メニューの表示上限数を100機器へ拡張しました。
　・Android機器画面の「IMEI」を「IMEI/MEID」に変更しました。
　・リモートワイプ警告文の追加を行いました。
　・CSVダウンロードのボタンを連続で押せないように変更しました。
　・ポータルアイコンの改善を行いましした。



2014/2/20 5.9.0

2013/10/9 5.8.0

2013/8/20 5.7.1

2013/6/19 5.5.0

2013/4/15 5.5.0

2013/2/27 5.4.0

2012/9/26 5.0.2

　・iOS IDの期限が切れる前にメールとWebの表示にて通知を行う機能を追加しました。
　・トップ画面の利用状況パネルにて、iOS IDの期限が切れる60日前に、iOS ID有効期限を
　　赤文字にするよう対応しました。
　・トップ画面の利用状況パネルにて、「機器数」を追加しました。
　・SecureSettingの設定を追加しました。
　・App Managerの設定を追加しました。
　・管理サイトの対応ブラウザーにIE10を追加しました。

　・お知らせ機能を追加しました。
　・ポータル管理機能を追加しました。
　・アプリケーション禁止設定の下記文言を削除しました。
　  「アプリケーション一覧に31個以上を登録した場合、ご使用の端末によっては
　　アプリケーション禁止に若干の遅延が発生する場合がございます。」
　・Wi-Fiフィルタリング設定の下記文言を削除しました。
　　「※SSIDを31個以上登録した場合、ご使用の端末によっては
　　Wi-Fiフィルタリングに若干の遅延が発生する場合がございます。」
　・Webフィルタリング設定の下記文言を削除しました。
    「※URLを31個以上登録した場合、ご使用の端末によっては
　　Webフィルタリングに若干の遅延が発生する場合がございます。」
　・Android位置情報収集の設定タイミング、iOS ID登録に注意文言を追加しました。
　・アプリケーションレポートでアプリケーション検知結果を出力できるように対応しました。
　・コピーライトの年号を2013に変更しました。
　・Android 位置情報管理機能を追加しました。
　・AndroidのGPS状態、ワイヤレスネットワーク状態の取得結果を表示するように対応しました。
　・AndroidのWi-Fi設定において、SSIDに半角空白、記号を入力できるように対応しました。
　・Android機器がライセンス認証待ち機器として登録可能になりました。

  ・Android向けウィルス対策オプションを追加しました。

　・管理サイトからiOS構成プロファイルの作成が可能になりました。
　・利用言語として英語/簡体字/繁体字が選択可能になりました。
　・認証制御機能を追加しました。
　・設定セットの複製機能を追加しました。
　・設定ポリシー機能を追加しました。
　・Android機器に対して、コマンドによるリモートロック／ワイプ操作が可能になりました。

　・ログ画面での時刻表示がログの「発生時刻」と「受信時刻」の二種類になりました。
　・組織のCSVインポート／エクスポート機能が追加されました。
　・Android機器に対して、クライアント証明書、CA証明書の配布が行えるようになりました。
　・iOS機器から収集する機器情報が増えました。
　・iOS機器に対して、VPN設定が管理サイト画面上からできるようになりました。
　・iOS機器の位置情報取得頻度が高くなりました。
　・iOS機器のExchange設定について、セキュリティオプションが増えました。
　・iOS機器向けの構成プロファイルアップロード機能について、「制限」に関する設定項目が増えました。
　・iOS機器向けの構成プロファイルアップロード機能について、「グローバルHTTPプロキシ」設定を追加しました。
　・iOS機器向けの構成プロファイルアップロード機能について、「Webフィルタリング」設定を追加しました。
　・iOS機器向けのアプリケーション配信機能について、管理対象アプリのサイレントインストールに対応しました。
　・iOS機器向けのアプリケーション配信機能について、プロビジョニングプロファイルの配信ができるようになりました。
　・iOS機器向けに管理領域のみのリモートワイプ機能を追加しました。
　・パスワード付きのiOS向け証明書をアップロードできるようになりました。
　・iOS機器に対して、機器インポートを使用したVPN接続設定を行えるようになりました。
　・iOS構成プロファイルを使用してルート証明書の配布を行えるようになりました。
　・Android機器にリモートロックを行う際に、鳴動オプションを選択できるようになりました。
　・iOS構成プロファイルを最大300件まで登録できるようになりました。
　・Android「スクリーンロック設定」に、ローカルロック機能を追加しました。
　・Windows機器の暗号化ができるようになりました。※
　・Windows機器のリモートワイプができるようになりました。※
　・Android機器のスクリーンロックパスワードを再設定できるようになりました。

　・階層管理機能を追加しました。
  ・ユーザーに権限を割り当てる機能を階層化機能の追加に伴い拡張しました。
  ・iOSポータルからiOSエージェントの認証が行えるようになりました。
　・Windows機器の設定セットにシステム診断とシステムセキュリティ機能を追加しました。※
　・Windows端末から取得する情報を拡張しました。※
　・SDカード禁止において、Android 4.2以降の場合の設定を追加しました。
  ・機器レポートでiOSパスコードの表示問題を改善しました。
  ・アプリケーションレポートの大量データのエキスポート動作を改善いたしました。

　・Windows機能を追加しました。※
   ※Version表記は5.5.0となり、2013年4月15日リリースと同様となります。



2012/7/31 5.0.1

2012/6/25 4.6.0

2012/3/28 4.4.0

2012/2/29 4.0.1

2011/9/30 3.1.1

2011/7/27 3.0.8

  ・アプリケーション検知機能を追加しました。
  ・Wifi設定時にHiddenSSIDを指定出来るように対応しました。
  ・Push通信の精度改善を行ないました。
  ・Wi-Fiフィルタリング、及びWiFi設定で@を使用可能に対応しました。
  ・iOS用アプリケーション配信機能を追加しました。
  ・Exchange用の証明書アップロード機能を追加しました。

  ・初回リリース

  ・メッセージ開封状況確認機能を追加しました。
  ・発信先制限機能を追加しました。
  ・複数(10個)の構成プロファイルを端末にインストール可能にしました。

  ・Web閲覧履歴管理機能を追加しました。
　・root化検知機能を追加しました。
　・暗号化設定機能を追加しました。
　・インストール制限機能を追加しました。
　・メッセージ通知機能を追加しました。
　・機器カスタム項目機能を追加しました。
　・設定ログの取得・表示機能を追加しました。
　・アプリケーション強制配信機能を追加しました。
　・シリアル番号取得機能を追加しました。
　・ユーザーIDによるログイン機能を追加しました。
　・エージェントダウンロード画面の改善しました。
　・アプリケーション一覧レポート機能を追加しました。
　・設定できる構成プロファイルの上限数の変更しました。
　・Exchange設定のエージェントへの反映フローの改善しました。
　・無通信端末検出時のメール通知機能を追加しました。
　・アプリケーション禁止登録の簡略化機能を追加しました。
　・無通信ロック間隔の設定を詳細化しました。
　・無通信時間の画面通知機能を追加しました。
　・画面禁止設定機能を追加しました。
　・ワイプ時SDカードフォーマット機能を追加しました。
　・各種設定のメール通知機能を追加しました。

　・Webフィルタリングの登録上限を1000件に変更しました。
　・iOS管理機能を追加しました。
　・アプリケーション禁止時の注意喚起機能を追加しました。
　・Bluetooth無効化機能を追加しました。
　・Pushコントロール機能を追加しました。
　・ユーザー権限機能を追加しました。
　・アプリケーション起動禁止をブラックリストに対応しました。
　・WebフィルタリングをAndroidOS 3.xに対応しました。
　・位置情報のサイト内地図表示に対応しました。

　・機器情報の通信日時、認証日時を秒単位で表示するように変更しました。
　・ユーザーエクスポート/インポート、機器レポート/インポートの
　　ユーザー名を氏名と社員番号で分割するよう処理を変更しました。
　・Push配信機能を追加しました。
　・スクリーンロック機能を追加しました。
　・機器レポート機能（CSV出力）を追加しました。
　・機器画面に「ビルド番号」を表示する機能を追加しました。
　・機器画面のアプリケーション情報に「インストール日時」、
　　「アップデート日時」を表示する機能を追加しました。
　・メニュー文言を「機器エクスポート」から「機器レポート (エクスポート)」
    に変更し、カラムを選択、及びプレビュー機能を追加しました。
　・機器セットアップ画面の文言を「Android」から「Android用エージェント」に変更しました。
　・マップ画面の文言を「端末ロック」から「リモートロック」に変更しました。


